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【モーセの義憤と問題点】 
  
ヘブライ⼈への⼿紙 11 章 24 節〜26 節 
 24 信仰によって、モーセは成⼈したとき、ファラオの王⼥の⼦と呼ばれる 
ことを拒んで、  
25 はかない罪の楽しみにふけるよりは、神の⺠と共に虐待される⽅を選び、  
26 キリストのゆえに受けるあざけりをエジプトの財宝よりまさる富と考えました。 
与えられる報いに⽬を向けていたからです。  
＊＊ 
この出来事が書かれている出エジプト記 2 章を読んでみましょう。 
 
11 モーセが成⼈したころのこと、彼は同胞のところへ出て⾏き、 
彼らが重労働に服しているのを⾒た。そして⼀⼈のエジプト⼈が、 
同胞であるヘブライ⼈の⼀⼈を打っているのを⾒た。  
12 モーセは辺りを⾒回し、だれもいないのを確かめると、そのエジプト⼈を 
打ち殺して死体を砂に埋めた。  
13 翌⽇、また出て⾏くと、今度はヘブライ⼈どうしが⼆⼈でけんかをしていた。 
モーセが、「どうして⾃分の仲間を殴るのか」と悪い⽅をたしなめると、  
14「誰がお前を我々の監督や裁判官にしたのか。お前はあのエジプト⼈を 
殺したように、このわたしを殺すつもりか」と⾔い返したので、 
モーセは恐れ、さてはあの事が知れたのかと思った。  
15 ファラオはこの事を聞き、モーセを殺そうと尋ね求めたが、 
モーセはファラオの⼿を逃れてミディアン地⽅にたどりつき、 
とある井⼾の傍らに腰を下ろした。 
＊＊＊＊ 
１）同胞に寄り添うモーセ 
 
すでに⻘年になっているモーセの⼀⼤事件が描かれています。 
彼はエジプト⼈に打ち叩かれているヘブライ⼈を⾒て、⼼を痛め 
正義感に燃え、そのエジプト⼈を打ち殺し、死体を砂に埋めました。 
どこから⾒ても殺⼈です。そしてそれまでモーセは王⼥の息⼦として 
なにひとつ困ることもなく⽣活していたはずです。 
ただ⾃分の同胞であるヘブライ⼈が虐められているのをみて、モーセは 



⾒て⾒ぬふりをすることができなかったのです。 
 
「打ち殺してしまう」というのは、現代⼈の私たちにはやりすぎだと 
感じます。当時の社会でも、それはやりすぎだったと思います。 
ただ、モーセは「黙って⾒ていることができなかった」のです。 
「⾒て⾒ぬ振り」が決してできなかったのです。 
エジプト⼈たちに⾒られていなければ⼤丈夫だろうと考えたのかもしれません。 
 
ここでの「同胞に寄り添う姿勢」が、モーセの⼈⽣のすべてを変化させました。 
それがなければ、エジプトの王⼥の息⼦としてモーセはもっともっと楽に⽣活できたはず
です。 
「⾒て⾒ぬ振り」ができていれば、モーセはもっと安逸を貪ることができたはずです。 
でも、モーセは苦難の道を選びました。 
つまり「⾒て⾒ぬふりをしながら、⾃分だけが楽をする⽣き⽅」は 
ヘブライ⼈への⼿紙によれば、それは「はかない罪の楽しみにふける」⽣き⽅に 
通じており、「エジプトの財宝を⼿放す」ことになる⽣き⽅でした。 
⾒て⾒ぬふりをすることについての⼤事なレッスンはルカによる福⾳書にある 
「良きサマリヤ⼈」と同じような内容です。（ルカによる福⾳書 10 章 25 節〜） 
ただ、サマリヤ⼈が助けたのは同胞ではありませんでした。敵対さえしている 
イスラエル⼈でした。 
そこではイエス様は、「⾏って、あなたも同じようにしなさい。」と勧めています。 
（ルカによる福⾳書 10 章 37節） 
 
２）裁くな 
 
そしてモーセは、次の試練にぶち当たります。 
出エジプト記 2 章 
13 翌⽇、また出て⾏くと、今度はヘブライ⼈どうしが⼆⼈でけんかをしていた。 
モーセが、「どうして⾃分の仲間を殴るのか」と悪い⽅をたしなめると、  
14「誰がお前を我々の監督や裁判官にしたのか。お前はあのエジプト⼈を 
殺したように、このわたしを殺すつもりか」と⾔い返したので、 
モーセは恐れ、さてはあの事が知れたのかと思った。  
 
モーセは同胞が互いに喧嘩をしているのを⾒て、彼らをたしなめ、彼らを 
和解させようとしたのですが、その喧嘩をしているヘブライ⼈のひとりが 
 



14「誰がお前を我々の監督や裁判官にしたのか。お前はあのエジプト⼈を 
殺したように、このわたしを殺すつもりか」 
 
と応えました。 
モーセはそれを聞いて恐れ、そこを⽴ち去って逃げ出したのです。 
モーセは、⼤きなことを学ばなければなりませんでした。 
それは「謙遜」「謙虚」ということについてです。 
同時に、神様の計画を実現するためには「⼈間的な感情任せ」の⾏動に 
よっては実現しないことを学ばねばなりませんでした。 
ヤコブの⼿紙には有名な⾔葉があります。 
「⼈の怒りは神の義を実現しないからです。」ヤコブの⼿紙 1 章 20 節 
 
モーセは同胞からは「⽣意気な奴」と⾒られており、エジプト⼈たちからは 
「殺⼈者」として追われることになりました。 
それによってモーセはエジプトからの様々な祝福を受け取ることができなくなりました。 
彼は砂漠に逃れ、⽺を飼う⼈となり、話し相⼿が⽺ばかりの⽣活を⻑い間過ごすことになり
ました。ですから、これから何⼗年も経って神様から指導者として召し出された時、「⾃分
は⾔葉が重い」「⾔葉の⼈ではない」と語るのです。 
本来は雄弁な⼈だったのだろうと思います。 
しかし、モーセは、エジプトから逃げなければなりませんでした。 
これは本当に⼤きな出来事でした。 
しかし、やがてリーダーになるモーセにとっては通らねばならない「道」でした。 
フィリピの信徒への⼿紙にはイエス様の模範が書かれています。 
この⽅の姿の中に真の解放者の姿勢があるのです。 
フィリピの信徒への⼿紙 2 章 
6 キリストは、神の⾝分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、 
7 かえって⾃分を無にして、僕の⾝分になり、⼈間と同じ者になられました。⼈間の姿で現
れ、 
8 へりくだって、死に⾄るまで、それも⼗字架の死に⾄るまで従順でした。 
9 このため、神はキリストを⾼く上げ、あらゆる名にまさる名をお与えになりました。 
10 こうして、天上のもの、地上のもの、地下のものがすべて、イエスの御名にひざまずき、 
11 すべての⾆が、「イエス・キリストは主である」と公に宣べて、⽗である神をたたえるの
です。 
＊＊＊ 
MACF 礼拝映像はこちらです 
https://youtu.be/qcBWhxAxpsY 

https://www.bible.com/ja/bible/compare/JAS.1.20
https://youtu.be/qcBWhxAxpsY

